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女
性
参
政
権
の
実
現
に
活
躍
し
た
市
川
房
枝（一
八

九
三
〜
一
九
八
一）は
明
治
二
十
六
年
五
月
に
明
地
村
吉

藤
で
生
ま
れ
ま
し
た
。二
十
五
歳
で
上
京
す
る
ま
で
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
愛
知
県
で
過
ご
し
ま
し
た
。後
年
、

房
枝
が
自
分
の
人
生
を
振
り
返
っ
た
時
、そ
の
活
動
の

原
点
は「
父
の
暴
力
に
耐
え
る
母
の
姿
」で
あ
っ
た
と
さ

れ
ま
す
。房
枝
の
父
、藤
九
郎
は
短
気
で
、房
枝
の
学

校
の
成
績
が
悪
い
と
母
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。一
方
で
、酒
や
煙
草
、賭
け
事
も
し
な
い
真
面
目
な 

農
民
で
あ
り
、子
ど
も
の
教
育
に
は
支
援
を
惜
し
み
ま

せ
ん
で
し
た
。ま
た
、勉
強
を
強
制
さ
せ
る
こ
と
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

     

　

房
枝
は
明
地
尋
常
小
学
校（
現
在
の
朝
日
東
小
学
校
）

に
通
い
ま
す
が
、勉
強
は
苦
手
で
、弁
当
を
持
っ
て
家
を

出
て
も
、ど
こ
か
に
隠
れ
て
い
て
、学
校
に
行
か
な
い
時

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。高
等
小
学
校（
現
在
の
中
学
校
）は

起
町
に
あ
っ
た
西
北
部
高
等
小
学
校（
現
在
の
起
小
学

校
）に
通
い
ま
し
た
。自
宅
か
ら
起
ま
で
は
一
里（
四
㎞
）

あ
り
、松
並
木
の
中
を
通
い
、冬
は「
伊
吹
お
ろ
し
」の
強

風
に
悩
ま
さ
れ
た
そ
う
で
す
。担
任
の
先
生
は
、愛
知
県

の
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
岩
田
よ
ね
で
、厳

し
い
な
が
ら
も
、房
枝
に
と
っ
て「
憧
れ
」だ
っ
た
そ
う

で
す
。師
範
学
校
を
出
て
免
許
を
持
つ
教
員
は
、房
枝

に
は
初
め
て
出
会
う「
社
会
で
活
躍
す
る
女
性
」だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

明
治
四
十
年（
一
九
〇
七
）高
等
小
学
校
を
卒
業
し

た
房
枝
は
、兄
の
藤
市
が
い
る
ア
メ
リ
カ
に
行
こ
う

と
決
心
し
ま
す
が
、県
か
ら
許
可
さ
れ
ず
、家
で
農

業
や
養
蚕
を
手
伝
い
ま
し
た
。房
枝
は
自
分
の
太
い

手
や
肩
が
が
っ
し
り
し
て
い
る
の
は
、こ
の
農
作
業
で

鍛
え
ら
れ
た
も
の
と
語
っ
て
い
ま
す
。全
国
を
飛
び

回
っ
て
演
説
す
る
体
力
は
こ
の
時
に
培
わ
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

翌
明
治
四
十
一
年（
一
九
〇
八
）、上
京
し
て
女
子
学

院（
東
京
都
千
代
田
区
）に
入
学
し
ま
す
。女
子
学
院

の
創
始
者
矢
島
楫
子（一
八
三
三
〜
一
九
二
五
）は
明
治

時
代
の
女
性
教
育
の
先
駆
者
で
し
た
。卒
業
生
に
は
、

女
性
社
会
運
動
家
の
先
駆
け
と
な
る
福
田
英
子（一
八

六
五
〜
一
九
二
七
）や
後
に
房
枝
と
と
も
に
女
性
参
政

権
運
動
で
活
躍
す
る
久
布
白
落
実（
一
八
八
二
〜
一
九

七
二
）が
い
ま
す
。し
か
し
、キ
リ
ス
ト
教
系
の
学
校

で
あ
る
女
子
学
院
に
房
枝
は
馴
染
む
こ
と
が
で
き
ず
、

ま
た
兄
か
ら
の
支
援
も
無
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、四

か
月
余
で
退
学
し
ま
す
。

　

郷
里
に
戻
っ
た
房
枝
は
、萩
原
町
尋
常
高
等
小
学
校

の
代
用
教
員
と
な
り
ま
す
。房
枝
は
正
規
の
教
員
に
な

る
た
め
、明
治
四
十
二
年（一
九
〇
九
）師
範
学
校
に
入

学
し
教
師
の
道
を
進
み
ま
す
。入
学
当
初
は
自
由
な
校

風
に
活
き
活
き
と
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。四
年
生
の
時
、「
良
妻
賢
母
主
義
」を
押

し
付
け
る
校
長
と
対
立
し
て
、授
業
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
有
名
で
す
。

　

大
正
二
年（一
九
一三
）に
卒
業
し
た
後
、母
校
の
朝
日

尋
常
高
等
小
学
校
に
赴
任
し
、翌
年
名
古
屋
の
小
学
校

に
移
り
ま
す
。房
枝
が
教
師
を
し
て
い
た
時
代
は
、「
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」と
称
さ
れ
る
民
主
主
義
的
な
議
論

が
盛
ん
な
時
代
で
し
た
。房
枝
は
、東
京
の
学
校
へ
の
異

動
を
願
い
出
ま
し
た
が
、許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。体
調

不
良
も
重
な
り
教
師
を
退
職
し
ま
す
。房
枝
の
教
師
生

活
は
わ
ず
か
二
年
余
で
し
た
が
、「
女
性
も
職
業
を
持
つ

べ
き
」と
い
う
こ
と
を
語
っ
て
い
た
こ
と
を
、後
年
の
同

窓
会
で
教
え
子
が
思
い
出
話
と
し
て
語
っ
て
い
ま
す
。

教
師
を
退
職
し
た
後
は
、名
古
屋
新
聞
の
記
者
を
務
め

ま
す
が
、東
京
で
の
活
動
を
熱
望
す
る
房
枝
は
、再
び

上
京
を
決
心
し
、大
正
七
年（一
九
一
八
）二
十
五
年
間
の

愛
知
県
で
の
生
活
に
別
れ
を
告
げ
て
上
京
し
ま
す
。上

京
後
は
、平
塚
ら
い
て
う
等
と
新
婦
人
協
会
を
設
立
し

た
り
、労
働
問
題
や
女
性
参
政
権
運
動
に
取
り
組
み
、

昭
和
二
十
八
年（一
九
五
三
）に
参
議
院
議
員
に
当
選
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
女
性
参
政
権
が
実
現
し
て
八
十
年
の
年

で
す
。尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
特
別
展
、尾
西

市
民
会
館
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。ぜ

ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

  （一
宮
市
博
物
館
学
芸
員　

宮
川
充
史
）

「
一
宮
市
」に
は
、一
宮
市
博
物
館
・一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・一
宮
市
尾
西
歴
史
民
俗

資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の「
身
近
な
文
化
」を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

市
川 
房
枝

〜
愛
知
県
時
代
の
歩
み
〜

▲地図（明治時代中期の房枝の生家周辺）
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じ
ま
か
じ  

こ

お
ち 

み

▲ラケットを持つ市川房枝
　（「雄弁」第22巻7号昭和6年）
　一宮市尾西歴史民俗資料館蔵

く   

ぶ 

し
ろ
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第83回

　11月13日(木)～16日(日)、一宮スポーツ文化セン
ターで「第83回一宮市美術展」が開催されました。
　市内を中心に近隣市町村や県外からも多数作品が寄
せられ、審査の結果、入賞となった135作品をはじめ
444作品が展示されました。
　期間中は、3,300名を超える方々が来場され、作者
の熱い思いが詰まった作品を熱心に鑑賞されていま
した。
　会期中には審査員によるギャラリートークが行われま
した。入賞作品などの解説のほか、作者の方や、来場さ
れた方との交流もあり、作品に対する理解が深まる豊か
な鑑賞体験をしていただけました。
　市長賞を受賞された方は右のとおりです。なお、掲載
順は順不同です。(敬称略)

市長賞 日 本 画
洋　　画
洋　　画
洋　　画
彫刻・立体
工　　芸
デザイン
　 書
　 書
　 書
写　　真

赤　紫　蘇　芳
沖　段　英　典
桜　井　暁　子
ＴＡＫＥＣＨＩ
加　藤　真　也
伊　藤　さ　な
松　永　ひとみ
内　藤　春　翠
西　垣　美　茜
山　田　紅　照
谷　　　覚　美

ギャラリートーク（洋画）
解説　堀尾 一郎さん

ギャラリートーク（日本画）
解説　髙橋 弘子さん

第80回

（9・10月分）

音楽部

10月19日(日)
尾西市民会館
一宮合唱協会

一宮合唱祭

10月5日（日）
尾西信金ホール（木曽川文化会館）

一宮第九をうたう会

第23回一宮市民音楽会

10月12日（日）
尾西信金ホール（木曽川文化会館）

一宮音楽家協会

第52回一宮音楽家協会定期演奏会

9月23日（火・祝）
尾西信金ホール（木曽川文化会館）

濃尾岳風会一宮支部

濃尾岳風会一宮支部一吟会
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 「第80回 一宮市芸術祭」を9月から市内各所で
開催しました。各団体の様子をご紹介します。
次号も引き続き掲載予定です。 第80回

開催報告

文学部

美術部

10月11日（土）
葉栗公民館
一宮狂俳壇連盟

狂俳大会

10月26日（日）
一宮スポーツ文化センター

一宮現代詩協会

一宮現代詩発表会

9月20日(土)～28日(日)
三岸節子記念美術館
一宮美術作家協会

一宮美術作家協会展2025

10月1日（水）～5日（日）
三岸節子記念美術館
尾西美術連合

第22回尾西展

10月2日（木）～5日(日)
一宮スポーツ文化センター

土筆の会

土筆の会展

10月2日（木）～5日(日)
一宮スポーツ文化センター

みづゑ会

第34回みづゑ会水彩画展

10月2日（木）～5日(日)
一宮スポーツ文化センター

山ぶどうの会

山ぶどうの会展

10月4日（土）～13日（月・祝）
博物館

一宮写真協会

第24回一宮写真協会選抜写真展

10月15日（水）～19日(日)
玉堂記念木曽川図書館
尾張もめん伝承会

第35回手つむぎ・染め・織り展

10月28日(火)～11月2日(日)
尾西信用金庫事務センター

美朋会

第2回美朋会展

10月28日（火）～11月2日(日)
玉堂記念木曽川図書館

IBK美術作家

第19回IBK美術作家展

9月6日（土）～9月7日（日）
三岸節子記念美術館
尾西面打会

第26回能・狂言面作品展

9月19日(金)～21日(日)
一宮スポーツ文化センター

書道研究麗筆会

第59回麗筆会展
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エッセイ 　

我
が
瀬
部
町
内
で
は
、
明
治
以
前
よ

り
「
臼
台
祭
」
と
言
う
名
の
夜
祭
り
が
、

毎
年
夏
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
古
く

は
、
観
音
様
の
命
日
で
あ
る
旧
暦
の
七

月
十
日
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
農
民
の

米
作
り
の
作
業
が
一
段
落
し
た
時
期
で

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
度
経
済

成
長
期
に
な
る
と
農
家
の
若
者
の
多
く

が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
な
っ
て
町
内
を
出

て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
祭
り
の

担
い
手
不
足
と
い
う
問
題
に
直
面
し
た

こ
と
に
よ
り
、
お
盆
明
け
の
八
月
十
六

日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ま
す
ま
す
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化

が
進
み
、
八
月
十
六
日
が
平
日
の
場
合

で
は
祭
り
の
実
施
に
支
障
を
き
た
す
た

め
、
平
成
二
十
八
年
か
ら
は
、
八
月
の

第
三
土
曜
日
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
今
日
ま
で
行
わ

れ
て
い
る
土
曜
日
に
祭
り
を
行
い
、
日

曜
日
に
後
片
付
け
を
行
う
と
い
う
開
催

形
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

瀬
部
町
内
の
町
民
も
、
こ
の
六
十
年

の
間
に
他
地
域
か
ら
の
転
入
者
が
大
き

く
増
え
て
、
現
在
で
は
三
分
の
二
以
上

の
町
民
が
転
入
さ
れ
て
き
た
方
た
ち

か
、
そ
の
子
孫
の
方
た
ち
と
思
わ
れ
ま

す
。総
世
帯
数
約
一
一
〇
〇
世
帯
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
に
伴
い
、
都
会
の
マ
ン

シ
ョ
ン
地
帯
程
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

人
々
の
日
常
の
忙
し
さ
も
あ
っ
て
、
町

民
同
士
の
つ
な
が
り
が
弱
く
な
っ
て
い

る
こ
と
も
現
実
で
す
。
こ
こ
は
田
園
地

帯
で
す
が
、「
何
処
の
誰
か
も
分
か
ら

な
い
人
た
ち
も
町
内
で
生
活
し
て
い
る
」

と
思
わ
れ
る
日
常
が
き
て
い
ま
す
。

　

同
じ
町
内
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、「
ご
縁
」
で
す
。
日
常
の
挨
拶
く

ら
い
は
互
い
に
言
い
合
え
る
状
況
を
作

り
出
す
た
め
の
手
段
と
し
て
、
よ
り
多

く
の
町
民
が
年
一
回
の
臼
台
祭
に
担
い

手
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
場
で
お
互
い
に
名
乗
り
合
っ

て
、「
言
葉
を
か
わ
す
」。
そ
の
こ
と
に

よ
り
第
一
歩
を
踏
み
出
す
。
祭
り
へ
の

参
加
を
毎
年
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
臼
台
祭
」
が
町
民
同
士
の
「
接
着
剤
」

と
な
り
、
こ
う
し
た
つ
な
が
り
が
「
ご

縁
」
と
な
り
、
ま
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
役

目
に
も
な
り
ま
す
。

　
津
島
の
天
王
祭
に
代
表
さ
れ
る
巻
藁

提
灯
飾
り
は
他
地
域
に
も
あ
り
ま
す
が
、

提
灯
飾
り
を
挽
き
臼
の
様
に
回
転
さ
せ

る
も
の
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
と
推

察
し
ま
す
。
臼
台
祭
は
平
成
二
十
二
年

に
一
宮
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
祭
り
で
す
。
祭
り
で
は
保

育
園
の
年
長
さ
ん
か
ら
、
小
中
高
大
生
、

後
期
高
齢
者
ま
で
が
、
交
代
し
な
が
ら
、

一
緒
に
お
囃
子
の
演
奏
を
し
ま
す
。

　

八
月
第
三
土
曜
日　

臼
台
祭
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！

芸
能
部
門
　
一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
（
瀬
部
山
車
・
臼
台
祭
保
存
会
）
川
浦  

克
規

我
が
町
の
絆
を
求
め
て
！

〜
瀬
部
の
臼
台
祭
に
託
す
〜

瀬部町内の風景

臼台祭クライマックスの状況

子ども達のお囃子の演奏風景

う
す
だ
い
ま
つ
り

せ
　
　
べ
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県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し

西
尾
張
部
芸
能
大
会

第
50
回
記
念
愛
知
県
文
連
美
術
展

愛
知
県
民
茶
会（
報
告
）

日
時 

▼
12
月
21
日
㈰  

午
後
1
時
〜

会
場 

▼
大
口
町
民
会
館

入
場
料 

▼
無
料

内
容 

▼
本
協
会
に
所
属
す
る
宮
後
住
吉

　
　
　

踊
保
存
会（一宮
民
俗
芸
能
連
盟
）

　
　
　

を
は
じ
め
、西
尾
張
部
9
市
町

　
　
　

村
の
文
化
協
会
の
代
表
が
詩
吟

　
　
　

や
ダ
ン
ス
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

　
10
月
19
日
㈰
、愛
三
文
化
会
館（
大
府

市
）を
会
場
に
、愛
知
県
民
茶
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。愛
知
県
文
化
協
会
連
合

会
と
大
府
市
文
化
協
会
の
ご
尽
力
に
よ

り
4
つ
の
文
化
協
会
の
皆
さ
ま
が
設
席

さ
れ
、当
日
は
約
1
、0
0
0
人
の
方
が

来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
18
日（
土
）に「
い
ち
の
み
や

文
芸
2
0
2
5
」を
発
刊
し
ま
し

た
。

　
随
想・随
筆
、現
代
詩
、漢
詩
、短

歌
、俳
句
、川
柳
、狂
俳
の
７
部
門

あ
わ
せ
て
2
0
3
人
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
1
、5
6
9
作
品
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。ぜ
ひ一度
、手
に
取
っ
て

お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

価
格
は
1
冊
8
0
0
円
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
事
務
局（
市
生
涯

学
習
課
）ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

会
期 

▼
令
和
8
年
1
月
20
日
㈫
〜

　
　
　

 

25
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
6
時

　
　
　
　
（
23
日
は
午
後
8
時
ま
で
、25

　
　
　
　
日
は
午
後
4
時
ま
で
）入
場
は

　
　
　
　
閉
館
の
30
分
前
ま
で

会
場 

▼
愛
知
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料 

▼
一
般
6
0
0
円（
前
売
5
0
0

　
　
　
　
円
）高
校
生
以
下
無
料

　
　
　
　
※
1
月
19
日
㈪
ま
で
生
涯

　
　
　
　

学
習
課
で
前
売
り
し
て
い

　
　
　
　
　
ま
す
。

『
い
ち
の
み
や
文
芸
』を
発
刊

文
化
講
演
会（
報
告
）

〜
肩
の
力
を
抜
い
て
楽
し
く
生
き
る
〜

池
田
　
清
彦

講
師

さ
ん

　

大
勢
の
方
が
心
待
ち
に
し
て
い
た
文

化
講
演
会
が
10
月
18
日
㈯
に
尾
西
市
民

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
池
田
さ
ん
ら
し
い「
が
ん

ば
ら
な
い
生
き
方
」に
つ
い
て
を
軽
快
な

語
り
口
で
お
話
し
さ
れ
、テ
レ
ビ
で
見
る

池
田
清
彦
さ
ん
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
ま
し
た
。

　

来
場
さ
れ
た
方
か
ら
は「
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
た
」と
好
評
の
お
声
を
い
た

だ
く
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
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『
狂
俳
月
例
会
』

  【
問
合
せ
先
　
一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　
☎（
78
）5
0
0
2

日
時 

▼
1
月
10
日
㈯
・
2
月
14
日
㈯

　
　
　
3
月
14
日
㈯ 

午
後
1
時
〜

会
場 

▼
葉
栗
公
民
館

内
容 

▼
各
自
10
句
持
参
、互
選
に
よ

　
　
　

り
優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま

　
　
　
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料 

▼
無
料

『
市
民
短
歌
教
室
』

  【
問
合
せ
先
　
真
清
短
歌
会
】

　
☎（
85
）7
0
7
4

日
時 

▼
1
月
11
日
㈰
・
2
月
8
日
㈰

　
　
　

3
月
8
日
㈰　
午
後
1
時
〜

会
場 

▼一宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容 

▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実

　
　
　

作
指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料 

▼
無
料

申
込
み 

▼
当
日
直
接
会
場

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』

  【
問
合
せ
先 

　
一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　
☎（
78
）7
9
5
3

日
時 

▼
1
月
6
日
㈫
・
2
月
3
日
㈫

　
　
　

3
月
3
日
㈫　

 

午
前
10
時
〜

会
場 

▼
中
央
図
書
館

内
容 

▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を

　
　
　
は
じ
め
、
持
ち
寄
っ
た
創
作

　
　
　

詩
の
添
削
の
検
討
を
会
員
間

　
　
　
で
行
い
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料 

▼
年
3
、0
0
0
円

申
込
み 

▼
当
日
直
接
会
場

『
新
年
短
歌
大
会
』

  【
問
合
せ
先 

　
真
清
短
歌
会
】

　
☎（
85
）7
0
7
4

日
時 

▼
1
月
25
日
㈰　
午
後
1
時
〜

会
場 

▼一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容 

▼
事
前
募
集
し
た
中
か
ら
互
選
に

　
　
　

  

よ
り
優
秀
作
を
表
彰
し
ま
す
。

参
加
料 

▼
500
円（
見
学
無
料
）

申
込
み 

▼
詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問

　
　
　
　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
見

　
　
　
　

 

学
は
申
込
不
要
）

『（
公
社
）中
部
日
本
書
道
会

 

一
宮
支
部
講
演
会
』

  【
問
合
せ
先   

（
公
社
）中
部
日
本
書

道
会
一
宮
支
部
】

　
☎
090

-

4
2
6
5

-

6
0
9
8

日
時 

▼
2
月
15
日
㈰

　
　
　

午
後
4
時
〜
5
時
30
分

会
場 

▼
一
宮
商
工
会
議
所 

3
階
大
ホ
ー
ル

演
題 

▼
私
の
書

講
師 

▼
松
下
英
風
さ
ん（
日
展
会
友・

　
　
　

読
売
書
法
会
常
任
理
事
・（公社）

　
　
　

中
部
日
本
書
道
会
理
事
長
）

入
場
料 

▼
無
料（一般
聴
講
歓
迎
し
ま
す
）

申
込
み 

▼
当
日
直
接
会
場

●
ご
意
見
、ご
感
想
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た

　

ら
お
気
軽
に
下
記
連
絡
先
ま
で
お
寄

　
せ
く
だ
さ
い
。

『
市
民
川
柳
教
室
』

  【
問
合
せ
先 

　
一
宮
川
柳
社
】

　
☎（
69
）1
4
2
1

日
時 

▼
1
月
25
日
㈰
・
2
月
22
日
㈰

　
　
　

3
月
22
日
㈰　
午
後
1
時
〜

会
場 

▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容 
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一

　
　
　

宮
川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま

　
　
　

す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料 

▼
無
料

申
込
み 

▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の

　
　
　
　

3
日
前
ま
で
に
電
話
で
生

　
　
　
　

涯
学
習
課（
☎（
85
）7
0

　
　
　
　

7
4
）

『
市
民
俳
句
教
室
』

  【
問
合
せ
先
　 

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　
☎（
73
）0
2
8
2

日
時 

▼
1
月
18
日
㈰
・
2
月
15
日
㈰

　
　
　

 

3
月
15
日
㈰　
午
後
1
時
〜

『
能・狂
言
面
の
制
作
』

  【
問
合
せ
先 

　
一
面
会
】

　
☎（
71
）2
7
1
6

日
時 

▼
1
月
10
日
㈯
・
24
日
㈯

　
　
　

2
月
7
日
㈯
・
21
日
㈯

　
　
　

3
月
21
日
㈯
・
28
日
㈯

　
　
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

会
場 

▼
ア
イ
プ
ラ
ザ
一
宮
第
5
会
議
室

内
容 

▼
実
地
指
導（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料 

▼
月
3
、0
0
0
円

　
　
　
　
（
見
学
は
無
料
）

申
込
み 

▼
当
日
直
接
会
場

会
場 

▼一宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容 

▼
当
季
雑
詠
2
句
を
一
宮
市
民

　
　
　

俳
句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま

　
　
　

す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料 

▼
無
料

申
込
み 

▼
開
催
日
の
前
月
末（
必
着
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
て
、参
加

希
望
月
・
当
季
雑
句
2
句

（
初
参
加
の
方
は
希
望
者
の

み
）・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番

号
・
参
加
経
験
の
有
無
を

記
入
の
上
、下
記
事
務
局

ま
で
送
付
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